
境
内
を
歩
い
て
感
じ
取
っ
た 

今
上
天
皇
と
の
つ
な
が
り

　
第
一
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
長
く
延
び
た
砂

利
道
の
参
道
を
歩
く
。「
日
本
の
は
じ
ま

り
の
地
」
と
呼
ば
れ
る
橿
原
神
宮
の
境
内
、

そ
の
神
門
を
く
ぐ
る
と
畝う
ね
び
や
ま
傍
山
を
背
景
に

外
拝
殿
が
あ
る
。
景
色
を
遮
る
も
の
が
な

く
、
澄
み
切
っ
た
空
が
気
持
ち
い
い
。

　
参
道
で
白
の
作
務
衣
に
身
を
包
ん
だ
大

勢
の
人
た
ち
と
す
れ
違
う
。
畝
傍
御
陵

（
神
武
天
皇
陵
）の
清
掃
奉
仕
の
方
々
が

神
武
天
皇
は

実
在
し
た
の
か
？

即
位
と
晩
年
の
舞
台
か
ら
紐
解
く

歴史紀行

1

古

代大
和

清
掃
の
前
に
参
拝
に
来
て
い
る
と
い
う
。

東
京
の
皇
居
で
も
こ
の
よ
う
な
奉
仕
隊
の

方
々
を
見
か
け
た
。
第
一
代
天
皇
の
神
武

天
皇
、
第
一
二
六
代
に
あ
た
る
今
上
天
皇
。

意
外
な
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
広
大
な
神
域
だ
。

「
現
在
の
敷
地
面
積
は
約
53
万
㎡
あ
り
ま

す
。
昭
和
15
年（
１
９
４
０
）の
神
武
天

皇
即
位
２
６
０
０
年
を
祝
し
て
社
殿
の
修

築
、
境
内
地
の
拡
張
整
備
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
明
治
神
宮
の
外
苑
建
設
に
な
ら

っ
て
勤
労
奉
仕
で
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、

の
べ
１
２
１
万
４
千
余
人
が
建
設
に
参
加

さ
れ
、
境
内
に
７
万
６
千
本
の
木
々
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
80
年
が
経
っ

て
神
官
の
森
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
橿
原
神
宮
・
権ご
ん
ね
ぎ
禰
宜
の
宮
崎
成
由
さ
ん 

が
外
拝
殿
の
前
で
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
同

じ
く
ら
い
の
面
積
と
聞
い
て
、
な
る
ほ
ど

理
解
で
き
た
。
外
拝
殿
は
両
脇
に
長
い
廻

廊
を
連
ね
た
入い
り
も
や
母
屋
造
り
の
建
物
。
中
へ

入
る
と
、
斎
庭
越
し
の
正
面
に
内
拝
殿
が

明治23年（1890）創建。神武
天皇と皇后の媛蹈韛五十鈴媛
命（ひめたたらいすずひめの
みこと）を祀る。神武が即位
し、崩御までの晩年を過ごし
た「橿原の宮」の宮址。
橿原市久米町934

神
武
天
皇
と
皇
后
を
祀
る
社

橿
原
神
宮

﹇ 

か
し
は
ら
じ
ん
ぐ
う 

﹈

Q 

第
一
代
神
武
天
皇
の
業
績
と
は
？

Q 

橿
原
神
宮
は
な
ぜ
創
建
さ
れ
た
の
か
？

Q 

な
ぜ「
は
じ
ま
り
の
地
」と
言
わ
れ
る
の
か
？

旅の視点

取材対応

宮崎成由さん（権禰宜）
「2019年の秋頃から、例年
以上にお参りに来られる
方が増えているように感
じます。令和への改元に
ともない、天皇家の始ま
り、日本国の成り立ちに
関心を強く持つ方が増え
ているのでしょう。外国
人の方も多いですね」

万
世
一系
と
い
わ
れ
る
日
本
の
天
皇
家
。

そ
の
第
一
代
が
神じ

ん

む武
天
皇
で
あ
る
が
、一方
で

神
武
天
皇
は
実
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。

大
和
に
お
け
る『
日
本
書
紀
』の
舞
台
を
巡
る
前
に

そ
の
存
在
を
確
か
め
る
た
め
橿か

し
は
ら原
を
訪
ね
た
。

奈良県中西部の橿原市の
標高199ｍの山。『古事
記』では畝火山と書かれ
ている。天香久山（あめ
のかぐやま）、耳成山（み
みなしやま）とともに大
和三山として知られる。

うねびやま

畝傍山

075 時空旅人 074時空旅人



あ
り
、
屋
根
越
し
に
幣へ
い
で
ん殿

の
千
木
・
鰹
木

が
見
え
る
。
幕
末
の
安
政
２
年（
１
８
５

５
）に
建
造
さ
れ
、
京
都
御
所
か
ら
移
さ

れ
た
本
殿
は
そ
の
奥
に
あ
る
が
参
拝
者
が

入
れ
る
の
は
外
拝
殿
ま
で
。
直
接
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

神
武
天
皇
の
即
位
か
ら 

崩
御
ま
で
の
75
年
間
と
は

　
畝
傍
山
が
本
殿
の
右
奥
に
あ
り
、
常
に

参
拝
者
を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
い
る
。

「
皇
都
を
開
き
広
め
て
御
殿
を
造
営
し
よ

う
。
国
中
を
一
つ
に
し
て
都
を
開
き
、
天

の
下
を
掩お
お
い
て
一
つ
の
家
と
す
る
事（
八は
っ

紘こ
う
い
ち
う
一
宇
）は
、
ま
た
良
い
事
で
は
な
い
か
。

見
れ
ば
か
の
畝
傍
山
の
東
南
の
橿
原
の
地

は
、
思
う
に
国
の
墺も
な
か（
真
ん
中
）で
あ
る

か
ら
、
こ
こ
を
治
め
る
と
し
よ
う
」

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
神
武
天
皇
が

詔
み
こ
と
の
りを
発
し
、
都
を
定
め
て
即
位
の
決
意
を

表
明
す
る
場
面
で
あ
る
。
神
武
天
皇
の
事

跡
を
記
し
た
『
日
本
書
紀
』
第
３
巻
の
う

ち
、
東
征
を
綴
っ
た
部
分
が
５
章
ま
で
続

く
。
残
り
の
６
〜
７
章
で
宮
殿
造
営
と
即

位
の
様
子
が
記
さ
れ
る
。
即
位
か
ら
31
年
、

国
内
巡
察
に
出
た
神
武
天
皇
は
、

「
あ
あ
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
国
を
得
た

も
の
だ
。
蜻ア
キ
ツ蛉
が
繋
が
っ
て
交
わ
る
よ
う

に
、
山
々
が
連
な
り
囲
ん
で
い
る
よ
う
だ

な
あ
」
と
言
っ
た
。

　
こ
の
時
に
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ（
饒
速
日
尊
）

神
武
の
存
在
を
確
か
に
感
じ
さ
せ
る

橿
原
神
宮
の
宝
物
と『
日
本
書
紀
』の
記
述

神武天皇東征の聖蹟を
顕彰するため、昭和15
年に建てられた顕彰碑
が、大分・福岡・広島・
岡山・大阪・和歌山・奈
良と東征ルートに沿っ
て点在。写真は奈良県
の鳥見山中の碑。

神武天皇顕彰碑とは？
皇后陛下（現・上皇后陛
下）御歌碑。平成28年、
神武天皇2600年大祭
にあたり、天皇皇后両
陛下が橿原神宮を御参
拝された時のお気持ち
を皇后陛下がお詠みに
なった御歌。

天皇家とのつながりとは？

日本の第一代天皇。西暦に当てはめた場合の生没年は紀
元前711年～前585年。日向国に誕生。神日本磐余彦天
皇（かむやまといわれびこのすめらみこと）は呼び名。

橿原神宮蔵

神武天皇は45歳の時、兄や臣下を集めて国の中
心を目指すため東征を計画。九州の宮崎（高千
穂）から大分、福岡、広島、岡山、大阪、和歌山
を通り、苦難を乗り越えて大和へ着いた。

神武東征のルートとは？

高千穂

宇紗
岡
田
宮

多
祁
理
宮

高
島
宮 白肩

橿原橿原 宇陀
吉野
熊野

浪
速
の
津

豊国

筑紫

日向

安芸 吉備

大和

0 30km

POINT

織田家旧柳本藩邸を
移築復元した文華殿
橿原神宮の境内に建つ「文華殿」は、江戸
時代末期に建てられた柳本藩（現・奈良県
天理市柳本町）の表向御殿。織田信長の弟
で茶人として有名な織田有楽斎（うらくさ
い）の子孫の藩邸。元々は柳本藩の本陣と
ともに奈良県天理市の黒塚古墳そばに建っ
ていたが、昭和42年（1967）に橿原神宮に移
築された。写真は格式の高さを感じる大書院。

神
武
天
皇

﹇ 

じ
ん
む
て
ん
の
う 

﹈ 

神
武
天
皇
元
年
〜
神
武
天
皇
76
年（
在
位
期
間
）

が
「
虚
空
に
み
つ
日
本
国
」
と
賛
じ
て
こ

の
地
を
選
ん
だ
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
日
本

と
い
う
国
号
の
始
ま
り
も
示
さ
れ
て
い
る
。

場
面
は
そ
れ
か
ら
９
年
後
に
飛
び
、
即
位

42
年
、
神
武
天
皇
は
役
目
を
終
え
た
か
の

よ
う
に
崩
御
、
第
３
巻
は
完
結
す
る
。

　
残
念
な
が
ら
『
日
本
書
紀
』
の
淡
々
と

し
た
描
写
は
最
期
の
様
子
を
伝
え
な
い
。

た
だ
「
時
年
一
百
廿
七
歲
。
葬
畝
傍
山
東

北
陵
」（
享
年
１
２
７
歳
、
畝
傍
山
の
東

北
の
陵
に
葬
っ
た
）と
あ
る
の
み
だ
。

　
神
武
天
皇
が
「
橿
原
の
宮
」
で
即
位
し

建
国
し
た
年
の
旧
暦
１
月
１
日
、
現
在
の

暦
で
あ
る
西
暦
に
置
き
換
え
る
と
紀
元
前

６
６
０
年
２
月
11
日
が
日
本
の
建
国
記
念

の
日
。
日
本
の
歩
み
は
、
そ
の
日
か
ら
起

算
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
当
神
宮
で
１
年
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
祭

典
の
う
ち
最
も
重
要
な
お
祭
り
は
、
毎
年

２
月
11
日
の
例
祭
『
紀
元
祭
』
で
す
。
神

武
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
日
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
、
例
祭
の
前
日
に
勅
使
が
ご

参
向
さ
れ
ま
す
。
勅
使
は
当
日
11
時
に
勅

使
館
か
ら
進
ま
れ
、
幣
殿
に
天
皇
陛
下
の

御
幣
物
を
供
え
ら
れ
、
御ご
さ
い
も
ん

祭
文
を
奏
上
さ

織田信長の末裔が築いた江戸時代の御殿
が橿原神宮に建っているのも不思議な運
命を感じる。信長は尊皇家でもあった。

紀元元年1月1日（新暦2月11日）、第一代天皇・神武として橿原の宮で即位する様
子を描いた絵巻。日本建国を記念し、2月11日が建国記念の日となった由来。

神武天皇御一代記御絵巻・即位の礼
橿原神宮蔵

神
武
天
皇
年
表

前
７
１
１
年 

日
向
国（
現
・
宮
崎
県
）に
誕
生

前
６
９
６
年 

立
太
子（
15
歳
）

前
６
６
７
年 

東
征
開
始（
45
歳
）

 

海
路
で
瀬
戸
内
海
を
通
り
熊
野（
和
歌
山
）へ

 

陸
路
で
八
咫
烏
に
導
か
れ
大
和
へ
入
り
橿
原
の
宮
を
造
営

前
６
６
１
年 

媛
蹈
韛
五
十
鈴
媛（
ひ
め
た
た
ら
い
す
ず
ひ
め
）

　
　
　
　
　

  

立
皇
后

前
６
６
０
年 

橿
原
で
即
位（
52
歳
）

前
５
８
５
年 

神
武
天
皇
76
年
、
崩
御
。

　
　
　
　
　

  
享
年
1
2
7
歳

※
西
暦
は
仮
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、
考
古
学
的
に
検
証
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

077 時空旅人 076時空旅人


